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　平成２０年第３回定例会が９月８日に開会さ
れ、吉野市長が市政の報告を行いました。

　

６
月
か
ら
今
日
ま
で
の
市
政
の

概
要
に
つ
い
て
御
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

行
財
政
改
革

　

本
年
度
の
最
重
要
施
策
で
あ

る「
行
財
政
改
革
」の
取
組
の
う

ち
、
昨
年
度
か
ら
試
行
的
に
実
施

し
て
お
り
ま
す
事
務
事
業
評
価
に

つ
き
ま
し
て
は
、
す
べ
て
の
事
務

事
業
に
つ
い
て
集
中
改
革
プ
ラ
ン

の
進
行
管
理
を
兼
ね
な
が
ら
実
施

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
度
に
お
け
る
各
事
務
事
業
の

実
施
結
果
を
整
理
し
、
市
民
の
視

点
に
立
っ
て
ど
の
よ
う
な
成
果
が

あ
っ
た
の
か
を
評
価
す
る
と
と
も

に
、
次
年
度
以
降
に
お
け
る
事
務

事
業
の
実
施
方
針
を
構
築
す
べ
く
、

全
庁
上
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
限
ら
れ
た
経
営
資
源

の
選
択
と
集
中
を
図
る
た
め
の

「
施
策
評
価
」を
本
年
度
か
ら
の
導

入
に
向
け
、
８
月
26
日
に
課
長
補

佐
級
以
上
の
市
職
員
を
対
象
と
し

た
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
で
は
、
こ
れ
ら
行
政
評

価
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ
り
、
限

ら
れ
た
財
源
、
人
材
等
の
資
源
が

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
て

効
率
的
か
つ
効
果
的
に
活
用
さ
れ

る
べ
く
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

第
５
次
五
條
市
総
合
計
画

　

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

上
で
最
も
基
本
と
な
る「
第
５
次

五
條
市
総
合
計
画
」に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
市
職
員

で
組
織
す
る
総
合
計
画
策
定
部
会

及
び
策
定
委
員
会
で
策
定
作
業
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
市
議
会
議

員
並
び
に
各
種
団
体
の
市
民
代
表

等
で
組
織
す
る
総
合
計
画
審
議
会

で
審
議
を
重
ね
て
い
た
だ
い
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
８
月
20
日
の
審

議
会
に
お
き
ま
し
て
最
終
決
定
の

御
承
認
を
賜
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
ま
し
て
、
五
條
市

基
本
構
想
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い

て
、
今
議
会
で
御
審
議
を
お
願
い

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」の
取
組

に
つ
い
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
本
年
４
月
の
地
方

税
法
等
の
改
正
に
よ
り
、
個
人
住

民
税
の
寄
附
金
制
度
が
大
幅
に
拡

充
さ
れ
る
形
で
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
こ

の
制
度
を
活
用
す
べ
く
、「
ふ
る
さ

と
五
條
市
応
援
寄
附
金
要
綱
」を

制
定
し
、
８
月
か
ら
寄
附
希
望
者

を
募
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
３
名
の
方
か
ら

計
11
万
円
を
納
め
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
ま
し
て
、
ふ
る
さ

と
五
條
市
応
援
基
金
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
、
今
議
会
で
御
審
議
を

お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

携
帯
電
話
の通信

エ
リ
ア
拡
大

　
「
携
帯
電
話
の
通
信
エ
リ
ア
拡

大
」の
取
組
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
住
民
の
利
便
性
の
向
上
並
び

に
社
会
経
済
活
動
の
活
性
化
を
図

る
べ
く
、
こ
れ
ま
で
に
民
間
通
信

事
業
者
に
通
信
エ
リ
ア
拡
大
の
要

望
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

先
般
、
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

関
西
か
ら
、
本
年
度
に
お
い
て
西

吉
野
町
白
銀
北
地
区（
平
沼
田
、
赤

松
、
湯
川
）に
基
地
局
を
新
設
す

る
旨
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
地
域
間
の

情
報
通
信
格
差
の
解
消
を
目
指
し
、

民
間
通
信
事
業
者
に
要
望
活
動
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

市
有
施
設
の
利
用
向
上

　
「
市
有
施
設
の
利
用
向
上
」の
取

組
と
し
て
、
本
庁
舎
周
辺
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を
図
る
べ
く
、

庁
舎
前
の
増
設
工
事
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
間
も
な
く
工
事
が

完
了
し
、
こ
れ
に
よ
り
庁
舎
前
に

お
い
て
20
台
の
駐
車
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

　

工
事
に
あ
た
り
庁
舎
周
辺
の
住

民
の
皆
様
、
ま
た
御
来
庁
の
皆
様

に
は
、
大
変
御
迷
惑
お
掛
け
い
た

し
て
お
り
ま
す
こ
と
を
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。道

路
行
政

　
「
道
路
行
政
」の
取
組
の
う
ち
、

市
道
旧
岡
中
線
の
改
良
工
事
に
つ

き
ま
し
て
は
、
旧
五
條
高
校
跡
地

か
ら
南
側
の
区
間
約
１
６
０
メ
ー

ト
ル
が
完
成
し
、
岡
口
踏
切
付
近

の
交
通
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
先
線
に
つ
き
ま
し
て

は
、
旧
五
條
高
校
跡
地
か
ら
北
側
、

市
土
地
開
発
公
社
所
有
地
ま
で
の

用
地
確
保
及
び
家
屋
補
償
調
査
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
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議会 市政の報告
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
市
道
中
之
今
井
線
の
改

良
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
宇
智

体
育
館
か
ら
新
今
井
団
地
付
近
ま

で
の
用
地
交
渉
を
精
力
的
に
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
一
部
の
地
権
者

か
ら
計
画
中
心
線
の
変
更
申
出
が

あ
り
、
現
在
、
先
線
の
見
直
し
も

併
せ
て
検
討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
市
道
中
定
線（
西
吉
野

町
平
沼
田
）の
改
良
工
事
に
つ
き

ま
し
て
は
、
橋
梁
上
部
工
の
発
注

が
終
わ
り
、
前
後
の
取
付
工
事
を

も
っ
て
完
了
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
歩
行
者
や
通
行
車
両

等
の
安
全
確
保
を
図
る
べ
く
、
日

ご
ろ
の
巡
視
や
市
職
員
か
ら
の
情

報
提
供
を
促
す
な
ど
、
迅
速
か
つ

計
画
的
に
市
道
の
維
持
管
理
に
鋭

意
努
め
て
お
り
ま
す
。

公
園
整
備
事
業

　
「
公
園
整
備
事
業
」の
う
ち
、
上

野
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
人
工

芝
整
備
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、

事
業
認
可
を
受
け
、
現
在
、
発
注

作
業
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
今
後
は
、
11
月
か
ら
の

工
事
着
手
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

人
権
施
策

　
「
人
権
施
策
」の
取
組
に
つ
き
ま

し
て
は
、
旧
五
條
東
老
人
憩
の
家
・

旧
五
條
東
児
童
館
の
跡
地
を
人
権

総
合
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
と
し
て

整
備
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
８

月
上
旬
に
完
了
し
30
台
の
駐
車
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

吉
野
川
祭
り

　

今
回
で
37
回
を
数
え
る「
吉
野

川
祭
り
」に
つ
き
ま
し
て
は
、
８

月
15
日
・
16
日
の
両
日
に
わ
た
り
、

吉
野
川
河
川
敷
一
帯
で
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
15
日
は
辯
天
宗
に

よ
る
灯
ろ
う
流
し
と
花
火
を
、
16

日
は
夜
空
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る

レ
ー
ザ
ー
光
線
と
花
火
を
、
訪
れ

た
多
く
の
皆
様
に
夏
祭
り
を
満
喫

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
で
３
回
目
と
な
る

「
南
都
乱
舞
～
み
だ
れ
ま
い
」な
ど

の
踊
り
も
行
わ
れ
、
昨
年
以
上
に

会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

両
日
共
に
、
事
故
も
な
く
無
事

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

に
、
実
行
委
員
会
を
始
め
関
係
者

の
皆
様
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。保

健
・
福
祉
行
政

　
「
保
健
・
福
祉
行
政
」の
取
組
の

う
ち
、
市
有
施
設
に
お
け
る
受
動

喫
煙（
自
分
の
意
志
と
は
関
係
な

く
、
他
人
が
吸
っ
た「
た
ば
こ
」の

煙
を
吸
わ
さ
れ
る
こ
と
。）の
防
止

対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
御
協
力

い
た
だ
い
た
約
２
４
０
名
の
市
民

の
方
々
、
ま
た
市
職
員
か
ら
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
基
に
、
９

月
１
日
か
ら
建
物
内
禁
煙
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
実
施
に
あ
た
り

ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
市
広
報

紙
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周

知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
建
物
外
の
指
定
場
所
で

の
喫
煙
と
な
る
た
め
、
皆
様
の
御

理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

教
育
行
政

　
「
教
育
行
政
」の
取
組
の
う
ち
、

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
学
校
建
物
の
耐
震
性
の
確
保

を
図
る
べ
く
、
本
年
度
、
五
條
中

学
校
及
び
五
條
東
中
学
校
の
耐
震

診
断
を
実
施
い
た
し
ま
す
が
、
本

年
６
月
に
地
震
防
災
対
策
特
別
措

置
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
平
成
22
年
度
ま
で
の
３

年
間
に
限
り
耐
震
工
事
に
係
る
国

庫
補
助
割
合
が
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
制
度
を
活
用
す

べ
く
、
残
り
の
施
設
に
つ
き
ま
し

て
も
前
倒
し
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、「
語
学
指
導
等
を
行
う
外

国
青
年
招
致
事
業
」に
つ
き
ま
し

て
は
、
外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ

Ｔ
）と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
・
ア
ラ

ス
カ
州
出
身
の
リ
ア
・
ル
ー
タ
ー

さ
ん
が
７
月
下
旬
か
ら
着
任
さ
れ
、

す
で
に
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

水
道
事
業

　
「
水
道
事
業
」の
取
組
の
う
ち
、

水
道
料
金
の
未
納
対
策
に
つ
き
ま

し
て
は
、
未
納
整
理
事
務
手
続
要

領
に
基
づ
き
、
督
促
状
の
発
送
か

ら
給
水
停
止
ま
で
を
積
極
的
に
実

施
す
る
と
と
も
に
、
未
納
者
と
の

面
談
の
際
に
は
受
益
者
負
担
に
つ

い
て
理
解
を
求
め
る
な
ど
、
未
収

金
の
回
収
に
鋭
意
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

防
災
・
消
防
行
政

　

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

「
防
災
・
消
防
行
政
」の
取
組
に
つ

い
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
震
発
生
時
で
の
地
域
住
民
と

関
係
機
関
が
連
携
を
保
持
し
、
初

期
の
応
急
対
策
活
動
を
図
る
べ
く
、

７
月
５
日
、
大
川
橋
北
詰
吉
野
川

河
川
敷
に
お
き
ま
し
て
、
市
防
災

訓
練
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
同

日
午
前
８
時
、
紀
伊
水
道
沖
を
震

源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．

５
の
地
震
が
発
生
し
、
本
市
で
は

震
度
６
強
を
記
録
す
る
地
震
が
発

生
し
た
状
況
を
想
定
し
た
訓
練
に
、

消
防
団
、
赤
十
字
奉
仕
団
等
の
関

係
機
関
、
10
団
体
・
約
８
０
０
名

の
参
加
の
下
、
避
難
誘
導
訓
練
、

ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
及
び
大
規
模
火

災
消
火
訓
練
な
ど
を
実
施
し
、
参

加
関
係
機
関
の
連
携
保
持
並
び
に

防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
救
急
業
務
に
つ
き
ま
し

て
は
、
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
を

図
る
べ
く
、
普
通
救
命
講
習
及
び

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

講
習
を
、
市
内
の
事
業
所
、
各
種

団
体
及
び
学
校
等
を
対
象
に
、
４

月
か
ら
今
日
ま
で
に
25
回
開
催
し
、

約
８
０
０
名
が
受
講
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

次
に
、
新
消
防
庁
舎
建
設
に
つ

き
ま
し
て
は
、
継
続
し
て
消
防
庁

舎
整
備
等
調
査
研
究
委
員
会
で
、

消
防
広
域
化
等
を
視
野
に
入
れ
な

が
ら
協
議
を
重
ね
て
い
た
だ
く
な

ど
、
早
期
建
設
に
向
け
て
精
力
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

以
上
が
主
だ
っ
た
事
業
の
概
要

で
あ
り
ま
す
。

�



議会 議決された議案
■
条　

例

【
制　

定
】

▼
ふ
る
さ
と
五
條
市
応
援
基
金
条
例

　

・
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
導
入
に
伴
う
寄
附
金

の
適
正
な
管
理
及
び
活
用
を
行
う
た
め
必
要

な
規
定
を
制
定（
可
決
・
公
布
の
日
か
ら
施
行
）

【
一
部
改
正
】

▼
職
員
の
退
職
手
当
の
特
例
に
関
す
る
条
例

　

・
早
期
退
職
者
の
適
用
範
囲
等
を
改
正（
閉
会
中

の
継
続
審
査
）

▼
市
立
学
校
設
置
条
例

　

・
白
銀
北
幼
稚
園
を
廃
止（
否
決
）

▼
市
立
図
書
館
設
置
管
理
に
関
す
る
条
例

　

・
社
会
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
い
、
図
書
館
協
議
会
委
員
に
任
命
す

る
こ
と
が
で
き
る
者
の
範
囲
を
整
備（
可
決
・

公
布
の
日
か
ら
施
行
）

▼
市
立
保
育
所
条
例

　

・
岡
保
育
所
、
野
原
東
保
育
所
及
び
二
見
保
育

所
を
廃
止（
否
決
）

▼
認
可
地
縁
団
体
印
鑑
条
例

　

・
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す

る
法
律
及
び
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団

法
人
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
認
可
地
縁
団
体
印
鑑
の
登
録
資
格

者
の
規
定
の
整
備（
可
決
・
20
年
12
月
１
日
か

ら
施
行
）

▼
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
条
例

　

・
地
区
内
の
新
た
な
事
業
所
の
使
用
料
を
徴
収

す
る
た
め
の
規
定
の
整
備（
可
決
・
20
年
10
月

１
日
か
ら
施
行
）

▼
市
立
へ
き
地
保
育
所
条
例

　

・
城
戸
保
育
所
を
廃
止（
否
決
）

▼
市
議
会
議
員
に
対
す
る
政
務
調
査
費
の
交
付
に

関
す
る
条
例
並
び
に
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例

　

・
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
規
定
の
整

備（
可
決
・
公
布
の
日
か
ら
施
行
）

■
予　

算

【
20
年
度
補
正
予
算
】

▼
一
般
会
計（
第
２
号
）

　

・
農
地
災
害
復
旧
費
、
賦
課
徴
収
費
、
消
防
施

設
費
等
の
追
加（
可
決
）	

５
１
，
９
５
１
千
円

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
第
１
号
）

　

・
交
付
金
、
国
庫
負
担
金
返
還
金
等（
可
決
）

	
	

２
２
，
５
５
３
千
円

▼
介
護
保
険
特
別
会
計（
第
１
号
）

　

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金
、
償
還
金（
可
決
）

	
	

４
８
，
３
４
２
千
円

▼
水
道
事
業
会
計（
第
１
号
）

　

・
営
業
外
費
用
の
減
額（
可
決
）	

６
３
９
千
円

　

・
建
設
改
良
費
の
追
加（
可
決
）

	
	

１
３
，
４
３
０
千
円

■
決　

算

【
19
年
度
歳
入
歳
出
決
算
認
定
】

▼
一
般
会
計

　

実
質
収
支
額	

１
６
２
，
８
５
４
千
円

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

実
質
収
支
額	

２
７
１
，
１
６
８
千
円

▼
簡
易
水
道
特
別
会
計

　

実
質
収
支
額	

１
，
５
７
２
千
円

▼
老
人
保
健
特
別
会
計

　

実
質
収
支
額	

３
，
３
０
２
千
円

▼
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

実
質
収
支
額	

０
円

▼
墓
地
事
業
特
別
会
計

　

実
質
収
支
額	

３
０
６
千
円

▼
介
護
保
険
特
別
会
計

　

実
質
収
支
額	

４
６
，
５
９
２
千
円

▼
大
塔
診
療
所
特
別
会
計

　

実
質
収
支
額	

４
５
３
千
円

▼
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　

実
質
収
支
額	

４
９
８
千
円

▼
水
道
事
業
会
計

　
（
収
益
的
収
入
）	

８
０
７
，
６
４
７
千
円

　
（
収
益
的
支
出
）	

７
５
０
，
９
１
８
千
円

　

当
年
度
純
利
益	

５
２
，
２
８
４
千
円

　
（
資
本
的
収
入
）	

２
４
３
，
６
３
０
千
円

　
（
資
本
的
支
出
）	

５
１
２
，
６
６
７
千
円

　

資
本
的
収
支
で
不
足
す
る
額
は
、
当
年
度
分
消

費
税
及
び
地
方
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
、
当

年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
、
建
設
改
良
積
立
金

で
補
て
ん

■
人　

事

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命（
２
件
）

　
（
否
決
）

■
そ
の
他

▼
市
道
路
線
の
認
定（
市
道
新
町
９
号
線
）の
撤
回

　
（
承
認
）

▼
基
本
構
想

　

・
現
計
画
に
お
け
る
目
標
年
次
が
到
来
し
、
新

た
な
目
標
年
次（
20
年
度
か
ら
29
年
度
）に
向

け
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
の
運
営
を

図
る
た
め
の
基
本
構
想
を
策
定

　
　
（
可
決
）

▼
新
五
條
市
ま
ち
づ
く
り
計
画

　

・
新
五
條
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
主
要
施
策「
自

然
環
境
の
保
全
と
循
環
型
社
会
の
構
築
」に
事

業
を
追
加（
可
決
）

▼
虚
偽
の
陳
述
に
対
す
る
告
発

　
（
可
決
）

▼
吉
野
市
長
に
対
す
る
辞
職
勧
告
決
議

　
（
可
決
）

■
意
見
書

　

意
見
書
２
件
を
可
決
し
、
内
閣
総
理
大
臣
を
は

じ
め
関
係
大
臣
等
に
提
出

　

・
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関
す
る
意
見

書

　

・
仕
事
と
生
活
の
調
和（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
）の
街
づ
く
り
に
関
す
る
意
見
書

※
備　

考

　

条
例
等
議
案
の
名
称
は
簡
略
に
し
て
い
ま
す
。

　
（
例
）

　

・
五
條
市
立
学
校
設
置
条
例
→
市
立
学
校
設
置

条
例

　

・
平
成
20
年
度
五
條
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）→
一
般
会
計（
第
２
号
）

　

決
算
は
、
会
計
名
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

※
五
條
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
定
例
会
会

議
録
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　
（
本
定
例
会
会
議
録
は
、
12
月
に
掲
載
の
予
定

で
す
。）

平成20年第３回９月定例会

�議決された議案



税務署からのお知らせ
　１１月４日から税務署の電話は、自動音声案内に変わります。
　税金に関する一般的な相談を希望する場合は、音声案内に従い「１」番を選択してください。国税局の「電話相談センター」の専門スタッフが
相談を受けます。また、税金の納付相談や税務署への問い合わせなどで税務署にご用の場合は、「２」番を選択すると、税務署につながります。
　なお、来署による相談を希望する場合は、事前の予約をお願いします。
　※「番号が認識できません。」という案内があった場合は、電話機の「＊」を押してから番号を選択してください。
■葛城税務署　☎０７４５・２２・２７２１（代）

国民年金制度の紹介
　国民年金は、働く世代が出し合った保険料と税金を合わせて、老齢の世代に年金を支給して経済的に援助する、世代間の支え
あいの制度です。日本国内に住所のある２０歳以上６０歳未満の全ての人が加入しなければなりません。また、病気で障害を持っ
たときは「障害基礎年金」、亡くなったときは、遺族に対して「遺族基礎年金」が給付され、加入者本人だけでなく、配偶者や子供
のためにも大切な役割を担っています。
　年金は、日ごろから保険料を納めておくか、経済的に余裕がないときは免除申請をしておかないと、受給する権利がなくなっ
てしまう恐れがあります。

《こんな時には必ず届け出をしてください》
　就職、退職、結婚などによって加入者の種類が変わることがあります。次のようなときには必ず届出を行ってください。
　▽すでに加入している人

・６０歳前に会社を辞めたとき・住所や氏名が変更になったとき・結婚や退職等で配偶者の扶養になったとき（配偶者である第
2号被保険者の勤務先へ届け出ます。）

　▽第3号被保険者
・配偶者が会社をやめて、自営業などになったとき
・自身の収入が増えて、配偶者の扶養からはずれたとき
・自身も会社に勤め、厚生年金に加入したとき
・配偶者が定年退職したとき
・離婚したとき

■問合先　市民課年金係　本（内線３７０）

国民年金は世代間の支えあいの制度です

（１）１０月から保険料の支払いをお願いします｡
　すべての高齢者に保険料を公平に負担していただくため、サラリーマンの夫や子供に扶養されていた人も、１０月から保険料の支
払いをお願いします。
　新たな負担となりますので、来年３月までは９割軽減します。（奈良県の場合は、平成２０年度年間保険料は１，９００円で、１０月・
１２月･２月の年金支給月に年金から納付するか、１０月から２月までの５期を納付書で納付するか、いずれかです。）

（２）年金からの保険料支払いに代えて口座振替も可能になりました。
　年間８０万円以上の年金を受けている場合は、原則として、２か月ごとに支払われる年金から２か月分の保険料を支払うことにな
ります。しかし、次のいずれかの条件を満たす場合は、口座振替で保険料を納付できます。
　①国民健康保険の保険税を、２年間滞納なく納めた人は、本人の口座から振替が可能となります。
　②年金収入が年間１８０万円未満で、代わりに納める世帯主または配偶者がいる人は、世帯主または配偶者の口座からの振替が可
能です。

　　納付方法の変更を希望する場合や、問合せは次の窓口にお願いします。
■申込・問合先　保険課後期高齢者医療係　本（内線３７３、３９３）

後期高齢者医療制度の資格をお持ちで
これまで被用者保険の被扶養者だった皆さんへ

　国土計画利用法は、適正かつ合理的な土地利用の確保を図るため土地取引の届出制度を設けています。土地取引に係る契約（予約
を含む）をしたときは、権利取得者（買主など）は、２週間以内に土地売買等の届出をしなければなりません。
■届出が必要な土地の面積　　市街化区域　　　　２，０００㎡以上	
　　　　　　　　　　　　　　市街化調整区域　　５，０００㎡以上	
　　　　　　　　　　　　　　都市計画区域外　１０，０００㎡以上	
■届出先　届出書に必要事項を記入し、添付書類（契約書の写し、地図など）とともに、土地の所在する市町村に届け出てください。
■審査内容　土地の利用目的が、土地利用の計画に適しない場合には、利用目的の変更を勧告し、是正を求めることがあります。
■罰則　届出をしなかったり、虚偽の届出をすると、６か月以下の懲役、または、１００万円以下の罰金に処せられることがあります。
■問合先　企画財政課　本（内線２１４）
　　　　　奈良県企画部資源調整課　☎０７４２・２７・８４８７
　　　　　奈良県ホームページ　　http://ｗｗｗ.pref.nara.jp/

大規模な土地取引は届出が必要です

�



自 己 紹 介
　わたしの名前は、リア・ルーターといいます。わたしの故

ふる

郷
さと

、アラス
カのアンカレッジの人口は約26万人です。五條の約７倍の人口というこ
とになります。
　アラスカは一年中、冬で人があまりいないと思われているようですが、
そんなことはありません。特にフェアバンクという都市では、夏は40度
以上になります。
　わたしが住む大塔のアパートに初めて連れて行ってもらったとき、田
んぼを通りそして突然、山になりました。山道に入ると、どんどん家や
店が少なくなっていきました。道はとても狭く、2車線だった道が、車一
台が通れるほどの道になり路肩もなくなりました。
　以前、ジブリの映画をいくつか見たことがあります。この地域を簡単に
いうと神秘的で幻想的、ああそうそう、「もののけ姫」のシーンのようです。
緑が多く鮮やかな美しいところですが、「家まであとどれくらい走らなく
てはならないのだろう。」とも思いました。
　ようやく到着したアパートは、とても広い部屋でした。大学時代には
ルームメートと1ルームに住んでいたことがあります。お風呂はその階に
住む18人の他の女子学生と共同でしたし、その階にはトイレとシャワー
が2つずつしかありませんでした。このアパートはトイレとお風呂が別々
にあり、寝室兼居間(6畳)と同じ広さのダイニングがあり、さらにとて
も大きなクローゼットがあります。大塔は山に囲まれていて、アンカレッ
ジととても似ているのです。でも、もっと山が深いような気がします。こ
れから学校で教えること、そして奈良県での暮らしを楽しみにしていま
す。

＊この記事は、ＡＬＴの書いた英文を訳したものです。
　英語版は中央公民館にあります。

こんにちは
リア・ルーター
外国語指導助手（ALT）

です

五條市立図書館祝日開館日のお知らせ
　図書館は次の祝日は開館しています。１１月以降の祝日の開館日および振替休館日は次のとおりです。

祝　　　日 振替休館日

１１月　３日（月）（文化の日） １１月　４日（火）

１１月２３日（日）（勤労感謝の日） １１月２５日（火）

１２月２３日（火）（天皇誕生日） １２月２５日（木）

　１月１２日（月）（成人の日） 　１月１３日（火）

　３月２０日（金）（春分の日）　 　３月２３日（月）

■問合先　市立図書館　☎22・4133

子どもは地域の宝です。
子どもの安全を守るため、気にかけ　目をかけ　声をかけ
すべての子どもを見守りましょう！

青少年センター　☎２４・３００４

ありがとう　子ども見守る　地域の目

�国際交流



五條市消防本部　☎22・3310

カルム五條で救命講習会を開催しました
　９月９日の救急の日に五條市、五條市消防本部、五條市医師会が協
賛して、カルム五條において「救える命、そのために！」と題し、心肺
蘇生法やAED（自動体外式除細動器）の取扱い講習を行いました。
　消防職員の指導のもと、参加した４０人の皆さんは終始熱心に取り
組み、講習会終了時には全員が心肺蘇生法を習得しました。

パシフィック トレンズ♪　米国空軍太平洋音楽隊が五條にやってきます！
　50年代から最新のヒットチャートまで演奏をする在日米空
軍パシフィック・トレンズは、アメリカ空軍所属の音楽専門
部隊で、国際親善・国際交流を目的としてアジア全域を舞台
に演奏を行っています。
　米国空軍太平洋音楽隊は、厳しいオーディションに合格し
ないと入隊できません。そのプロのミュージシャン達のハイ
レベルな演奏を無料で見ることができます。
■日　時　10月13日（月・祝）　午後１時３０分　開場
　　　　　　　　　　　　　　　午後２時　　　　開演
■場　所　市民会館（入場は無料です）
■問合先　市民会館　☎２３・１７３１

五條市消防団が
奈良県消防操法大会で準優勝しました
　消防団員の消防操法を競う第２２回奈良県消防操法大会が９月３日、橿原市
で開催され、五條市消防団の代表として第４方面隊１０、１１（白銀北地区）、
１２（白銀南地区）から選抜された５人が出場しました。選手は昼夜厳しい訓練
をかさね、大会では訓練の成果を発揮し、準優勝の成績をおさめました。

出
場
選
手

指揮者　新子　博之（第４方面隊１０）
１番員　福本　久晃（第４方面隊１０）
２番員　吉本　典史（第４方面隊１１）
３番員　吉井　政人（第４方面隊１２）
４番員　田村　光雄（第４方面隊１１）

火災警報器・消火器の悪質訪問販売に注意してください
　火災警報器や消火器の訪問販売・点検によって、悪質な業者から高額な代金を請求される場合があります。高額請求の
被害にあわないように次のような点に注意してください。
　▽身分証明書などの提示を求める。
　▽疑わしいと思ったら、はっきりと断る。
　▽点検・薬剤の詰め替え等は、その場で行うのが原則です。業者が持ち帰って点検・詰め替える時は断ること。　
　※消防本部では、消火器の販売・点検・薬剤の詰め替えは行っていません。また一般住宅には消火器の設置義務はあ

りません。
　　　悪質訪問販売と疑われる場合は、次の窓口に相談して下さい。
　■問合先　消費生活センター　☎０７４２・２６・０９３１
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日本選抜チームに選出

　日本代表としてブラジル遠征を行う、全日本高校選抜チー
ムのメンバーに、甲子園出場を果たした智弁学園の土井君が
選ばれ、小坂監督、藤田事務長とともに、市長に表敬訪問に
訪れました。このメンバーは甲子園に参加した全国の高校球
児の中から、優秀な20人が選出されたものです。
　捕手として選出された土井君は「全国の色々なピッチャーと
バッテリーを組めるのはわくわくします。全試合出場できる
ようにがんばります。」と抱負を述べました。
　全日本高校選抜チームはブラジル遠征を行い、９月７日に
全日程を終了して、通算成績７勝１敗と素晴らしい成績を収
めました。

智弁学園土井君が表敬訪問

桜鮎をつかみどり

　吉野川河川敷で、毎年恒例となったやな漁がオープ
ンしました。９月１３日のオープニングセレモニーに
は岡保育所の園児が招待され、元気にはねる桜鮎をつ
かみ取りして弥生時代の漁法を体験しました。
　やな漁は川の流れと共に自然に落ちる鮎を生け捕る
全国でも珍しい漁法です。
　詳しくはホームページでも確認できます。
（吉野川やな保存会　☎２５・３０７７
……URL　http://www1.gojo.ne.jp/~yana/）

吉野川やな漁オープン

訓練の成果を発揮

　五條市消防本部の救助隊３名（柿本啓行、吉田正博、西
村英信）は北九州市で行われた第３７回全国消防救助技術
大会、ほふく救出の部に出場しました。救助隊３名は、奈
良県大会で優勝し、奈良県代表として出場を果たしたもの
です。
　全国大会でも日頃の訓練の成果を発揮し、優秀な成績で
入賞することができました。ほふく救出の部は全国から
５１隊の救助隊が出場しており、代表して五條市消防本部
が表彰状を受賞しました。救助隊は、この訓練や経験を今
後の災害活動に生かし、市民の生命を守るため活動します。

全国消防救助技術大会に出場

�五條ニュース



施設誘致の実現に向けて

　8月24日、静岡県御殿場市の演習会場において平成
20年度陸上自衛隊富士総合火力演習が開催されました。
本市から吉野市長が出席し、自衛隊施設の誘致に向け
て、林前防衛大臣をはじめ、防衛省関係者との意見交
換を行いました。

平成20年度自衛隊富士総合火力演習に参加

シルバーの力で社会貢献

　（社）五條市シルバー人材センターは、10月１日から30日ま
での「シルバー人材センター事業普及啓発促進月間」に先がけ、
9月20日に新町の史跡公園周辺で、草刈りや落ち葉の清掃な
ど社会奉仕活動を行いました。
　この活動には、センターの会員のほか新町地区自治連合会
や天誅組顕彰推進協議会の皆さんも参加し、約130人が清掃
活動に汗を流しました。

五條市シルバー人材センターが奉仕活動

“けすゾウくん”着任

　（財）日本宝くじ協会から五條市へ「消火・通報訓練用指導
車（愛称：けすゾウくん）」が寄贈されました。
　「けすゾウくん」には、訓練用消火器、テレビモニター、ビ
デオ、地震対策説明用資材等が車載されており、主に地域や
学校等の防災訓練で使用するほか、災害時の物資の運搬等、
非常時においても活躍が期待されます。

消火・通報訓練指導車が寄贈されました

交通事故ゼロをめざして

　9月21日から30日までの10日間、全国一斉に秋の交通安全
運動が行われました。五條市でも交通事故の撲滅を目指して、
様々な取り組みが行われました。
　初日の21日には中央公民館で出発式を開催し、交通安全功
労者表彰などを行いました。また、駅前での早朝啓発やちびっ
子ポリスの事業所訪問など、悲惨な交通事故をなくすため、
関係機関が力を合わせて啓発活動を行いました。

秋の交通安全運動
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「骨粗しょう症検診」
を実施します

　骨は体の中で活発に新陳代謝をして、たえず古い骨はこわされ、新しい骨がつくられていま
す。しかし、そのバランスがくずれると骨がもろくなり、骨粗しょう症になってしまいます。
背中や腰に痛みが出たり、骨折しやすくなったりして、それが原因で寝たきりになることもあ
ります。この機会に骨密度を測定して骨の状態を確認してみませんか。

■検診対象者　４０歳・４５歳・５０歳・５５歳・６０歳・６５歳の女性
　４０歳（S43/4/1～ S44/3/31生）
　４５歳（S38/4/1～ S39/3/31生）
　５０歳（S33/4/1～ S34/3/31生）
　５５歳（S28/4/1～ S29/3/31生）
　６０歳（S23/4/1～ S24/3/31生）
　６５歳（S18/4/1～ S19/3/31生）
　＊ただし、妊娠中の人、骨粗しょう症の治療中の人は検診を受けられません。
■検診場所　県立五條病院　放射線科　
■検査方法　腰椎と股関節のレントゲンで骨密度を測定します。所要時間は１人30分間ほど
です。
　検査結果は後日の骨粗しょう症予防教室でお渡しします。
■検診日程　１２月２日（火）　午前
　　　　　　１２月３日（水）　午前・午後
　　　　　　１２月９日（火）　午前
　　　　　　１２月１０日（水）午前・午後
■検診費用　７００円（事前にカルムで徴収します）
■定員　　　５０名
■申込締切　１０月３１日まで
■申込・問合先　保健福祉センター成人保健係　本（内線２９０）

メタボリック
シンドローム
予防教室

　メタボリックシンドロームは様々な生活習慣病の原因になります。腹囲が増えてきていませ
んか。早めの対策が大切です。メタボにならない体づくりのための実践教室を開催します。１
回２日間の教室です。今年度は３回（６日間）実施する予定です。
■日程

月　日 時　間 内　　　容

１日目 10月17日（金） 13：30～15：00 メタボの正体を暴く
～内臓脂肪が起こす危険な罠～

２日目 10月28日（火） 10：00～14：00 調理法でこれだけ差が出る食べ方・工夫
～楽しく、美味しく、スマートに～

■場所　カルム五條
■定員　20人
■参加費　無料
■持ち物　両日とも筆記用具　2日目はエプロン、三角きん（髪を覆うものであれば可）
■申込締切　10月10日（金）
■申込・問合先　保健福祉センター成人保健係　本（内線２９０）

「らくらく運動教室」
で気軽に健康づくり

　らくらく運動教室では、健康づくりのために、簡単にできて楽しい運動を紹介しています。
今回はストレッチ体操がテーマです。
■日時　１１月1４日（金）　午後１時３０分～３時３０分
■会場　カルム五條
■内容　らくらくストレッチ体操
■講師　内田恵美子先生（健康運動指導士）、五條市運動普及推進員
■費用　無料
■持ち物　運動のできる服装、上靴、水分補給のできるもの、タオル
■申込締切　１１月１１日（火）
■申込・問合先　保健福祉センター成人保健係　本（内線２９０）

カルム五條では、赤ちゃんからお年寄りまで
すべての市民の皆さんの健康相談を受けつけ
ています。
お気軽にご利用ください。

カルム五條（保健福祉センタ−）
☎２２・４００１　内線２８９，２９０
FAX２２・６５８５　　　　　　　　

保険課からのおしらせ
　自身の健康のため、特定健康診査を受診しましょう。
　特定健康診査の受診期間は平成２１年１月３１日までです。
■問合先　保険課　本（内線２６３、３６７）
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（写真左から、安田医師、吉村医師、蜂須賀医師）

県立五條病院からのお知らせ

肛門からの出血で悩んでいませんか
　肛門には内痔核（いぼ痔）、外痔核、裂肛（切れ痔）、肛門周囲膿瘍、痔ろう、直腸脱（脱肛）などの病気があり症状の出かたも様々
です。当院では消化器病センター肛門病外来と外科外来で診察を行っています。
　例えば、出血がある場合にはまず内痔核や裂肛が疑われます。これらは肛門鏡により肛門内を直接見ることで比較的容易に
診断することができます。また同時に内視鏡やバリウム検査により大腸の病気がないかを調べることも重要です。
■内痔核は、肛門部の血行不良により肛門の内側の血管がこぶ状に腫れ、出血したり脱出したりします。
■裂肛は、硬い便の通過で肛門上皮が切れることによって生じ、排便時と排便後に強い痛みと出血を伴います。
■治療　内痔核、裂肛ともに軽度であれば便通を良くし軟膏を使用することで改善が期
待できます。重度であれば手術が必要です。手術は腰椎麻酔で行い１週間程度の入院
を基本としています。手術方法によっては短期の入院も可能ですので、気軽に相談し
てください。

■肛門病外来　
　▽診察日　毎週月曜日　午前１１時から（担当医　外科部長　吉村　淳）
■外科外来
　▽診察日　火曜日から金曜日　午前９時から
※いずれの外来も電話で予約してください
■問合先：奈良県立五條病院　☎22・1112

　最近、犬やねこの飼い方について、こんな苦情が増えています
▽犬やねこが、公園・道路・河川敷・他人の土地・作物・ゴミ集積所などを荒らしたり、フンをしたりする。
▽犬のフンを始末しない。
▽犬やねこを捨てる。
▽犬を放し飼いにする。

　しつけは飼い主の責任です。次のようなことに気をつけて、飼い方を見直してみましょう。
▽ふんの後始末は飼い主の責任です。マナーを守って散歩をしましょう。
▽犬やねこが好きな人ばかりではありません。他人に迷惑や危害を及ぼすことのないよう、放し飼いにせず、正しいし
つけが必要です。
▽本能・習性および生理をよく理解して飼いましょう。
▽家族と同様の愛情を持って終生飼いましょう。
▽人の財産に対する侵害を防ぎ、生活環境を害することのないよう責任を持って飼いましょう。

■問合先　生活環境課　本（内線３９１）、地域振興課　西（内線３５）、市民生活課　大（内線２５）
　　　　　内吉野保健所　☎２２・３０５１

犬やねこの飼い方などをめぐる苦情やトラブルが急増しています

　２０１１年（平成２３年）７月２４日までに、今までのテレビ放送（地上アナログ放送）は終了します。それ以降は、アナロ
グテレビのままではテレビ放送（デジタル放送）を見ることができません。地上デジタル放送を視聴するには、次のような方
法があります。
①地上デジタル放送対応のテレビに買い換える。
②地上デジタルチューナーを買い足す。
③地上デジタル放送対応済みのケーブルテレビで視聴する。
（①・②については、ＵＨＦアンテナが必要です。なお、ＢＳアナログ放送も地上アナログ放送と同じ２０１１年７月２４
日までに終了します。）
■問合先　総務省地デジコールセンター　　　　　☎０５７０・０７・０１０１
　　　　　　　　　　　　			（つながらない場合　　０３・４３３４・１１１１）
　　　　　ＢＳデジタル放送お問い合せセンター　☎０５７０・０１・２０１１
　　　　　　　　　　　　			（つながらない場合　　０４５・３４５・４０８０）
　　　　　（平日９：００～２１：００土日祝９：００～１８：００）
　　　　　(社)デジタル放送推進協会　ホームページhttp://www.dpa.or.jp

地上アナログ放送が２０１１年に終了します

　１０月２０日（月）から２６日（日）までの１週間は、「行政相談週間」です。登記、保険、年金、道路等、国、県、市などの行
政機関の仕事について、わからないことや困っていることがあれば、気軽に尋ねてください。相談は無料で、秘密は厳守します。
■相談窓口設置場所　五條市福祉センター　毎週水曜日　午後１時～４時
■問合先　庶務課　本（内線３６２）
　　　　　五條市福祉センター　☎２４・２２００

「行政相談」にあなたの声を届けてください
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奈良労働局からのお知らせ
労働者を一人でも雇ったら、必ず労働保険に加入しましょう

　１０月は「労働保険適用促進月間」です。労働保険は、労働者災害補償保険（労災保険）と雇用保険の総称です。
▽労災保険は、労働者が業務や通勤による負傷、疾病、障害、死亡等に対して治療費・休業補償などの必要な保険給付を行っ
ています。
▽雇用保険は、失業した場合や雇用の継続が困難となる場合等に対して失業給付・事業主助成などの必要な保険給付を行って
います。
　社員、従業員、アルバイトなど一人でも雇っている会社は、すぐに労働保険の加入手続きを行ってください。
■問合先　奈良労働局　総務部　労働保険徴収室　☎０７４２・３２・０２０３

　最近、新たな手口の振り込め詐欺が発生しています。その手口は、警察官を名乗り「事件で逮捕した犯人があなた（もしく
は家族）名義の口座を持っており、口座を凍結する必要がある」等と電話し、その後、警察官や銀行協会等を名乗る者が被害
者宅に行くか、電話をかけ、キャッシュカードや、通帳、現金を直接、または郵送させてだまし取ります。奈良県内でもこ
のような電話がかかった事例があります。被害に遭わないために、「疑いをもつこと」が大切です。
■被害に遭わないためには次のようなことに注意してください。
　＊かかってきた警察官の所属や名前を確認し、警察署等に確認する。
　＊通帳や、キャッシュカード等を安易に郵送しない。
　警察や金融機関が口座凍結の料金を請求したり、通帳等を郵送させることはありません。
　このような電話等があれば、すぐに警察または取引先の銀行に相談しましょう。　
■問合先　五條警察署　☎23・0110

犯人は、あの手、この手であなたの財産を狙っています
新手の振り込め詐欺に注意してください

　１１月１日（土）、２日（日）の２日間、中央公民館、市民会館および中央体育館で「第３７回五條市文化祭」を開催します。

第３７回五條市文化祭が開催されます（１１月１日・２日）

■１１月１日（土）
○開会行事
　午前９時30分～10時　五條市市民会館玄関前

○発表第１部
　午前10時～11時30分　五條市市民会館大ホール
種　目 時　間

子 供 朗 読 午前10時00分～午前10時30分 30分間
筝・ 尺 八 午前10時30分～午前11時00分 30分間
ボディートーク 午前11時00分～午前11時10分 10分間
銭 太 鼓 午前11時10分～午前11時30分 20分間

○発表第２部
　午後１時～３時30分　五條市市民会館大ホール
種　目 時　間

和 太 鼓 午後１時00分～午後１時20分 20分間
朗 読 午後１時20分～午後１時50分 30分間
民 踊 午後１時50分～午後２時10分 20分間
詩 吟 午後２時10分～午後２時50分 40分間
日 本 舞 踊 午後２時50分～午後３時30分 40分間

五條市市民会館２階会議室
謡 曲 午前10時00分～午後４時00分

■１１月２日（日）
○発表第３部　午後０時10分～４時　五條市市民会館大ホール
種　目 時　間

大 正 琴 午後０時10分～午後０時50分 40分間
女 声 合 唱・
混 声 合 唱 午後０時50分～午後１時20分 30分間

新 舞 踊 午後１時20分～午後２時00分 40分間
手 話 午後２時00分～午後２時40分 40分間
児 童 合 唱 午後２時40分～午後３時00分 20分間
着 付 午後３時00分～午後３時40分 40分間
吹 奏 楽 午後３時40分～午後４時00分 20分間

○展示の部（展示会場）
　１１月１日（土）　午前９時30分～午後５時00分
　１１月２日（日）　午前９時00分～午後４時00分

会　　　場 部　門　名

中
央
公
民
館

１階 美術工芸実習室 盆栽

２階

会 議 室（A）生け花・呈茶席会 議 室（B）
研 修 室 写真
ク ラ ブ 室 押絵
和 室 茶席（本席）

３階 音 楽 視 聴 覚 室 工芸（造花・組紐・洋裁・その他）
大 会 議 室 書道

市
民
会
館

１階 玄 関 ロ ビ ー 五條郵趣会・環境問題展示
２階 会 議 室 謡曲

３階 会 議 室（A）洋画・彫塑等
会 議 室（B）日本画・絵手紙

中
央　

体
育
館

競　技　場
市内保幼小中児童生徒の図画・
習字作品展示・五條市子ども
会育成連合会■問合先　生涯学習課社会教育係　本（内線８２４、８２５）

1�くらしのメモ



治２(1869)年、新町村の庄屋・年寄が「御年貢取り込み、そ
の外私曲我侭（しきょくわがまま）」を行っているとする<封訴>が
あった。その訴人は、春以来新町村に止宿している「大炊（おおい）
御門殿家来盛多（もりた）真之助」と名のる人物である。「重キ堂上方」
の館へ入っている人物であるという触れ込みである。新町村住民は、
これを「一己の巧（たくらみ）を以」ってなされた「容易ならざる封訴」
としてとらえ、新町村の小前(住民)170名余りが署名した反論文
書を作成して対抗した。その内容を要約すると以下のようである。
(イ)村役人は｢村方におゐて人撰｣を行った上に、頼んで勤めて貰っ

ている。
(ロ)庄屋の久兵衛は｢村のため専一に心掛｣ける人物であり､聊か

も「私曲の有るべき道理」はなく、「永々別て治め方が宜敷（よろ
しく）、一同安心家業」を営むことが出来る。

(ハ)庄屋の久兵衛は、｢御上様(明治新政府)御目鑑（おめかがみ）」
によって「郡政役」を任命されたほどの優れた人物である。

(ニ)庄屋などの村役人の不正を認めることは、「他村へ対し面目を
失」うと同時に「村内取締」にも影響するので「飽迄（あくまで）村
中不承知」である。

　以上のように、新町村は、年貢の割り当ての時も「百姓」が立ち会
い、庄屋・年寄が「実直正路」に勤めてくれていることを「一同承知」
している、庄屋などの心がけのお陰で村中一同が安心して家業に励
むことが出来るとして、弁論・反論書を作成したのである。何より
も興味深いのは(イ)にあるように、既述の<入札>→<頼み証文
>によって庄屋役・年寄役が決定したことを根拠として反論してい
ることである。庄屋・年寄が実直で村方を第一に考えて勤めてくれ
ることによって村内の秩序が保たれ、安心して家業に励むことがで

きる。その久兵衛などを自分たちが選んだのである。このままでは、
久兵衛に済まないばかりか、村の面目が失われるというのである。
維新期の混乱した状況の中での、権威を押し出した正体のはっきり
しない「大炊御門殿家来盛多真之助」が相手とは言え、自らが選んだ
村役人の冤罪を晴らさなければ村の面目も失ってしまうと村人は考
えたのである。庄屋・年寄の正当性と無実の根拠を、入札の方法で
決定したことに置きつつ、人物の確かさと村の治まり方を挙げ、「重
き堂上方」に繋がるかもしれない人物を力強く批判し、反論する。<
入札>→<頼み証文の作成>→<御承知>の経緯を経て就任を見た
庄屋役であったが、こうした背景があってこそ、住民による庄屋へ
の信義・信頼が主張され、新しい権威を帯びて樹立されたばかりの
明治新政府や朝廷に関係する人物かもしれない相手方に対して堂々
と論陣を張り得たのである。
　これらの住民の運動の伝統が、明治期の自由民権運動などへどの
ようにつながったのかは定かではない。五條地域の自由民権運動の
活動は奈良県下の中でも比較的早く始まり、その中心の一つとして
活発な運動が展開した。新町村の松本長平、柏田久太郎、五條村西
口の桜井徳太郎等がそのリーダーである。幕末の天誅組の変とそれ
への協力、間もない鎮圧、戊辰戦争の勃発と時を同じくした鷲尾侍
従隊による五條代官所の接収など激動と価値観の二転三転の経験を
積み重ねている。「重キ堂上方」へ「館入」っていると称して新政府の
権威をかざす「大炊御門殿家来」に対しても、培われてきた長い伝統
の上に新町村の存立を賭けて闘ったのである。その燈火がすぐに消
え去るはずはないのである。

（新町と松倉豊後守重政400年記念事業実行委員　藤井正英）

「江戸時代の選挙？」(2)

明

　五條市は町そのものが歴史の博物館です。秋の一日、博物館・資料館・文化財を巡って、歴史に直接触れてみませんか。五條文化
博物館が案内します。
　１１月２３日（日・祝）雨天決行

ごじょうばうむPresents
秋の五條歴史探訪ツアー～町の全部が博物館～

■集合場所：五條文化博物館　午前９時（市民会館前：午前８時
30分発、ＪＲ五条駅北口午前８時40分発で送迎バスが出ます）
■主なメニュー
▽市立五條文化博物館：秋の特別展を担当学芸員が案内します
▽うちのの館：改装なった登録文化財藤岡家住宅を見学します
▽賀名生の里歴史民俗資料館：南朝ゆかりの地を訪ねます
▽重要文化財　堀家住宅：普段は見られない重要文化財の家を
拝観できます。（中庭から外観のみの拝観です）
▽五條・新町の町並み：日本一古い町並みと言われる五條・新
町を案内します

▽まちや館：町並みの中にある古い商家を公開中。今回に限り
普段は見られない２階を公開します。「むしこ窓」から見える町
並みを体験してください
■参加費　大人（６５歳未満）：1,200円	（６５歳以上）：600円、
高校・大学生：1,000円、小・中学生800円	
　　※未就学児の参加はご遠慮ください
　　※参加費には各施設の入館料・観覧料と、保険代を含みます
　　※昼食・雨具等は各自で持参してください
■定員　５０人（定員になり次第締め切ります）
■申込締切：１１月１６日(日)
■申込・問合先　五條文化博物館　☎２４・２０１１

　式内社とは、平安時代の10世紀前半に完成した『延喜（えんぎ）式』という書物の巻九・十「神名帳」に記載された神社のことで、全
国2800余りの神社が当時の国・郡別に網羅されています。現在の五條市内には、この式内社の後裔（こうえい）とみられる神社が
12社あり、それぞれの鎮座する地域の守り神であると同時に、五條（旧宇智郡）全体を守るために、地理的・政治的に重要な場所に祀（ま
つ）られているようです。
　今回の展示では、五條の式内社とその周辺の文化財を紹介し、古代の人々の信仰と地域の景観に近づいてみましょう。

市立五條文化博物館 平成２０年度秋季特別展
「宇智野の守り神―五條の式内社を訪ねる―」

■会期　平成20年10月25日(土) ～11月30日(日)
　　　　午前９時～午後５時(入館受付は午後４時30分まで)
※10月27日(月)、11月４日(火)、10日(月)、17日(月)、
25日(火)は休館

■会場　博物館３階特別展示室
■観覧料
　大人300円、高校・大学生200円、小・中学生150円
※20人以上の団体は、それぞれ２割引。
※小学生未満、毎週土曜日の小中高生、65歳以上、障害者・
介添え者は無料。

※11月15日(土)・16日(日)は、関西文化の日として無料。

■学芸員による展示解説　11月16日(日)、30日(日)　午後
２時～２時30分
■無料シャトルバス
　会期中の日曜日・祝日・休日に、ＪＲ五条駅北口と博物館の
間で運行します。
＊JR五条駅北口発
　10：35、11：35、12：35、13：35、14：35

■問合先　市立五條文化博物館　☎２４・２０１１

1�
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し尿くみ取りのお知らせ
〈大塔地区〉

　11月のくみ取りについては、次の日程で
実施します。希望する場合は業者へ直接依
頼してください。

11月１1日（火）・25日（火）
※当日の受付はできません。
■申込・問合先　ダイワクリーンサービス
　　　　　　　　☎０７４５・５２・３３７２

「
子
ど
も
大
集
会
」参
加
者
募
集

　

五
條
市
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会（
市
子

連
）で
は
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
と
親
ぼ

く
を
深
め
る
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
と
ク
ラ
フ
ト
で
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す「
子
ど
も
大
集

会
」を
実
施
し
ま
す
。
市
子
連
に
加
盟
し

て
い
な
い
児
童
も
参
加
で
き
ま
す

■
日
時　

11
月
15
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
２
時

■
場
所　

田
園
体
育
館
、

　
　
　
　

５
万
人
の
森
公
園

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
小
学
生

■
指
導
者　

県
子
ど
も
会
役
員

■
参
加
費　

２
０
０
円（
安
全
会
費
）

■
持
ち
物　

弁
当
・
水
筒

■
申
込
方
法　

11
月
５
日（
水
）ま
で
に

参
加
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

　

生
涯
学
習
課　

本（
内
線
８
２
０
）

県
立
五
條
高
等
学
校
定
時
制

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

（
一
日
体
験
入
学
）

　

来
春
に
本
校
定
時
制
に
入
学
を
希
望

す
る
中
学
三
年
生
や
地
域
の
皆
さ
ん
に

対
し
て
、
一
日
体
験
学
習
を
行
い
ま
す
。

学
校
紹
介
と
公
開
授
業
の
見
学
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
入
学
相
談
も
同
時
に
行

い
ま
す
。

■
日
時　

10
月
29
日（
水
）

　
　
　
　

午
後
５
時
30
分
～
７
時
30
分

■
対
象　

本
校
定
時
制
に
入
学
を
希
望

す
る
中
学
３
年
生
、
保
護
者
、
教
職

員
お
よ
び
社
会
人

■
申
込
・
問
合
先

　

奈
良
県
立
五
條
高
等
学
校（
定
時
制
）

　

☎
２
２
・
４
１
１
６

　

FAX
２
２
・
８
０
８
６

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

teijisei@
gojo-h.ed.jp　

「
奈
良
の
木
の
家
づ
く
り

推
進
事
業
」の
計
画
募
集

　

県
産
材（
奈
良
県
地
域
認
証
材
）を
構

造
材
に
一
定
量
使
用
し
た
木
造
一
戸
建

の
専
用
住
宅
を
県
内
に
新
築
す
る
場
合
、

工
事
を
行
う
建
築
業
者
を
対
象
に
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。
一
戸
あ
た
り
補
助

額
は
最
大
20
万
円
で
、
対
象
と
な
る
工

務
店
、
住
宅
、
認
証
材
の
使
用
量
な
ど

に
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
次
の

窓
口
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

10
月
31
日（
金
）ま
で　

　
（
平
日　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

■
申
込
方
法　

奈
良
県
地
域
材
認
証
セ

ン
タ
ー
へ
申
込
書
を
持
参

■
問
合
先

　

奈
良
県
地
域
材
認
証
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
４
・
２
２
・
６
２
８
１

　
（
橿
原
市
内
膳
町
５
ー
５
ー
９
）

　

奈
良
県
林
政
課

　

☎
０
７
４
２
・
２
７
・
７
４
６
９

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.n
a
ra
.jp
/

dd_aspx_m
enuid-1

6
7
2
.htm

藤
岡
玉
骨
記
念
俳
句
大
会開催

し
ま
す

　

登
録
有
形
文
化
財｢

藤
岡
家
住
宅｣

の

開
館
に
と
も
な
い
、
藤
岡
玉
骨
記
念
俳

句
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
21
日（
金
）

　
　
　
　

午
前
11
時
受
付

　
　
　
（
当
日
の
句
締
め
切
り
は
正
午
）

■
場
所　

｢

藤
岡
家
住
宅｣

内
大
広
間

　
　
　
　
（
近
内
町
５
２
６
）

■
参
加
費　

会
場
参
加
者
２
千
円

　
　
　
　
　
（
嘱
目
２
句
・
昼
食
代
含
む
）

■
募
集
句　

当
季
雑
詠　

二
句
一
組（
未

発
表
、
何
組
で
も
可
）

■
郵
送
応
募
方
法　

市
内
に
在
住
す
る

人
は
無
料
。
ほ
か
は
１
組
に
つ
き
千

円（
現
金
書
留
ま
た
は
郵
便
小
為
替
）

を
添
え
て
、
10
月
20
日（
月
）ま
で
に

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
ち
の
の
館

　

☎
２
２
・
４
０
１
３

　
（
五
條
市
近
内
町
５
２
６
）

患
者
等
搬
送
乗
務
員

講
習
会
を
実
施
し
ま
す

　

近
年
、
福
祉
輸
送
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

民
間
に
お
け
る
患
者
等
搬
送
事
業
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
緊

急
性
の
な
い
患
者
等
に
限
定
さ
れ
ま
す

が
、
搬
送
中
の
容
体
の
変
化
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
搬
送
に
従
事
す
る
乗
務
員
等

が
正
し
い
応
急
手
当
の
知
識
を
身
に
つ

け
、
患
者
の
生
命
を
守
る
た
め
次
の
要

領
で
患
者
等
搬
送
乗
務
員
基
礎
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
31
日（
金
）、
11
月
１
日

（
土
）（
両
日
共　

午
前
９
時
～
午
後
５

時
、　

２
日
間
の
受
講
が
必
要
で
す
。）

■
場
所　

旧
奈
良
県
立
耳
成
高
校（
現
奈

良
県
全
国
高
校
総
体
開
催
推
進
室
）橿

原
市
常
磐
町
６
１
６

■
対
象
者　

患
者
等
搬
送
事
業
者
に
従

事
す
る
乗
務
員

■
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
は
各
自
で

購
入
。
５
，
１
０
０
円
）

■
申
込
方
法　

10
月
14
日（
火
）ま
で
に
、

五
條
市
消
防
本
部
警
防
救
急
課
へ
受

講
申
請
書
と
写
真
を
添
え
て
申
し
込

ん
で
下
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

　

五
條
市
消
防
本
部
警
防
救
急
課

　

☎
２
２
・
３
３
１
０

み
ん
な
で
、
歩
き
ま
せ
ん
か

　

今
回
は
牧
野
公
民
館
か
ら
大
澤
寺
ま

で
の
往
復
で
す
。
紅
葉
の
き
れ
い
な
大

澤
寺
め
ざ
し
て
、
楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

11
月
８
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
正
午

■
集
合
場
所　

牧
野
公
民
館（
雨
天
の
場

合
は
カ
ル
ム
五
條
体
育
館
）

■
内
容　

５
キ
ロ
程
度
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
■
指
導
者　

五
條
市
運
動
普
及
推
進
員

■
持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
タ

オ
ル
、
水
分
補
給
の
で
き
る
も
の
（
雨

天
の
場
合
上
履
き
）

■
申
込
締
切　

11
月
６
日（
木
）

■
申
込
・
問
合
先

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
成
人
保
健
係

　

本（
内
線
２
９
０
）

ち
ぎ
り
絵
講
座

　

季
節
の
風
物
詩
を
ち
ぎ
り
絵
で
表
現

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
回
は
来
年
の
干

支（
え
と
）の
、
丑（
う
し
）の
ち
ぎ
り
絵

を
ご
案
内
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
20
日（
木
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

20
人（
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤

務
す
る
成
人
）

■
テ
ー
マ　

干
支
の
ち
ぎ
り
絵「
丑｣

■
指
導
者　

稲
葉
孝
子
先
生（
し
ゅ
ん
こ

う
ち
ぎ
り
絵
講
師
）

■
参
加
費　

２
，
０
０
０
円（
材
料
費
１
，

７
０
０
円
、
利
用
団
体
連
絡
協
議
会

費
３
０
０
円
）作
品
を
追
加
す
る
人
は
、

別
途
材
料
費
が
必
要
で
す
。（
追
加
色

紙
１
枚
５
２
５
円
）

■
持
ち
物　

フ
エ
キ
の
り
・
は
さ
み
・

鉛
筆
・
筆（
小
）・
お
し
ぼ
り
・
鉄
筆（
イ

ン
ク
の
出
な
い　

ボ
ー
ル
ペ
ン
）・
先

の
と
が
っ
た
ピ
ン
セ
ッ
ト
・
め
う
ち

（
洋
裁
に
使
う
も
の
）ま
た
は
竹
ぐ
し
・

ゴ
ミ
袋

■
申
込
方
法　

11
月
７
日（
金
）ま
で
に

参
加
費
を
添
え
て
中
央
公
民
館
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
あ
り
（
２
歳
以
上
就
学

前
の
幼
児
要
予
約
・
無
料
）

■
申
込
・
問
合
先

　

中
央
公
民
館　

☎
２
４
・
２
０
０
１

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン
グ

　

料
理
を
楽
し
み
な
が
ら
調
理
の
工
夫

に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

11
月
13
日（
木
）　

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
20
人（
市
内
に
在
住
ま
た

は
勤
務
す
る
成
人
）

■
テ
ー
マ　

乳
製
品
の
料
理（
ス
ラ
イ
ス

チ
ー
ズ
の
ク
ロ
ッ
ク
ム
ッ
シ
ュ
風
・

ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ
ス
ー
プ
・
マ
ン
ゴ
ー

ミ
ル
ク
プ
リ
ン
）

■
指
導
者　

管
理
栄
養
士

■
参
加
費　

９
０
０
円（
材
料
費
６
０
０

円
、
利
用
団
体
会
費
３
０
０
円
）

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
ふ

き
ん
、
筆
記
用
具
、
料
理
持
ち
帰
り

用
の
容
器

■
そ
の
他　

託
児
あ
り
（
２
歳
以
上
就
学

前
の
幼
児
・
要
予
約
・
無
料
）

■
申
込
方
法　

10
月
31
日（
金
）ま
で
に

参
加
費
を
添
え
て
中
央
公
民
館
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

　

中
央
公
民
館　

☎
２
４
・
２
０
０
１

「
手
作
り
お
し
ゃ
れ
講
座
」

　

自
分
で
で
き
る

リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
座

　

プ
ロ
の
先
生
を
迎
え
、
リ
ン
パ
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
コ
ツ
を
学
ん
で
体
の
内
か
ら

美
し
く
な
り
ま
し
ょ
う
。
か
ん
た
ん
な

入
浴
剤
を
作
り
ま
す
。

■
日
時　

11
月
９
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

20
人（
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤

務
す
る
中
学
生
以
上
の
女
性
）

■
テ
ー
マ　

自
分
で
で
き
る
リ
ン
パ

マ
ッ
サ
ー
ジ

■
指
導
者　

清
水
ま
り
先
生（
リ
ン
パ
セ

ラ
ピ
ス
ト
）

■
参
加
費　

６
０
０
円（
材
料
費
３
０
０

円
、
利
用
団
体
連
絡
協
議
会
費
３
０
０

円
）

■
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま

た
は
バ
ス
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
、
運
動
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
で
き
る
服
装（
Ｔ
シ
ャ

ツ
、
半
ズ
ボ
ン
等
）

■
申
込
方
法　

10
月
31
日（
金
）ま
で
に

参
加
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い

■
そ
の
他　

託
児
有
り
（
２
歳
以
上
就
学

前
の
幼
児
・
要
予
約
・
無
料
）

■
問
合
先

　

中
央
公
民
館　

☎
２
４
・
２
０
０
１

1�おしらせ



　「広報五條」は原則新聞折り
込み（ただし全国紙等）で配布
します。新聞を購読していない、
または新聞広告等が折り込まれ
ていない世帯については、個別
発送希望の申請を行ってくださ
い。
インターネットの五條市ホームページ
（http://www.city.gojo.lg.jp/）
にも「広報五條」を掲載してい
ます。

庶務課広報係　本（内線２０８）

催し

～
五
條
の
光
と
風

そ
し
て
香
り
を
届
け
た
く
て
～

草
木
染
め
あ
～
と
展

篠
崎
淳
子
と
ゆ
か
い
な
草
木
た
ち

　

五
條
の
大
自
然
と
、
四
季
が
織
り
な

す
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
魅
せ
ら
れ
て
、
創
作

活
動
も
今
年
で
15
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

集
大
成
の
作
品
を
、
五
條
の
今
と
昔
が
共

存
す
る
新
町
の
ま
ち
や
館
で
展
示
し
て

い
ま
す
。
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
展
示
日
時　

　

10
月
25
日（
土
）～
26
日（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
（
最
終
日
は
３
時
ま
で
）

■
場
所　

ま
ち
な
み
伝
承
館（
五
條
市
本

町
２
丁
目
７
番
１
号
）

■
問
合
先　

　

篠
崎　

☎
２
２
・
２
０
４
４

第
14
回
な
ら
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す

　

同
和
問
題
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
人

権
問
題
を
イ
ベ
ン
ト
や
資
料
展
示
を
と

お
し
て
考
え
る
催
し
で
す
。
み
な
さ
ん

の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

10
月
18
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所　

香
芝
市
モ
ナ
ミ
ホ
ー
ル
・
中

央
公
民
館（
香
芝
市
下
田
西
３−

７−

１
８
）

■
イ
ベ
ン
ト

《
屋
内
》

▽
午
前　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ（
和
太
鼓
）、
開

会
式
、
ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

（
幼
稚
園
児
に
よ
る
演
技
、
三
味
線
演

奏
）

▽
午
後　

ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

（
ス
ー
パ
ー
ア
イ
ド
ル
星
丸
）、
ト
ー

ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト（
叶
れ
い
子
）

《
屋
外
》ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
大
道
芸
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
金

魚
す
く
い
コ
ー
ナ
ー

《
展
示
等
》

　

啓
発
ビ
デ
オ
、
子
供
向
け
Ｄ
Ｖ
Ｄ
放

映
、
紙
芝
居
コ
ー
ナ
ー
、
パ
ネ
ル
・

ポ
ス
タ
ー
・
啓
発
物
品
等
展
示
、
人

権
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
て
ん
い
ち
先
生
、

ひ
か
り
ち
ゃ
ん
着
ぐ
る
み
巡
回
に
よ

る
啓
発
物
品
の
配
布
、　

介
助
犬
コ
ー

ナ
ー

《
模
擬
店
・
物
産
展
》

　

福
祉
作
業
所
・
市
町
村
等
に
よ
る
模
擬

店
、
物
産
展
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

※
来
場
の
際
は
公
共
交
通
機
関
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

■
入
場
料　

無
料（
託
児
ル
ー
ム
・
手
話

通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り
）

■
問
合
先　

　

人
権
施
策
課　

　

本(

内
２
８
５
・
２
８
６)

　

な
ら
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
実
行
委
員
会
事
務
局（
奈
良
県
く
ら

し
創
造
部
人
権
施
策
課
）

　

☎
０
７
４
２
・
２
７
・
８
７
１
９

新
町
と
松
倉
豊
後
守
重
政
４
０
０

年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
す

■
日
時　

11
月
16
日（
日
）　

２
時
半
～

■
場
所　

西
方
寺
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ

テ
ル

■
内
容

▽
資
料
展
示　

午
後
２
時
～
午
後
６
時

　

リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
１
Ｆ

▽
報
恩
法
要　

午
後
２
時
30
分
～
３
時

30
分
西
方
寺
本
堂

　
「
松
倉
豊
後
守
重
政
公　

報
恩
法
要
」

▽
記
念
式
典
・
講
演
会　

午
後
４
時
～

５
時
45
分　

ホ
テ
ル
２
Ｆ
大
ホ
ー
ル

　

講
師
：
藤
井
正
英
先
生

　

演
題『
新
町
の
由
緒
と
松
倉
重
政
の
実

像
』　

▽
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー　

午
後
６
時
～
ホ

テ
ル
２
Ｆ
メ
イ
ン
ホ
ー
ル	

　
（
参
加
費
３
，
０
０
０
円
）

■
問
合
先　

　

新
町
と
松
倉
豊
後
守
重
政
４
０
０
年

記
念
事
業
実
行
委
員
会（
槇
野
）

　

☎
２
２･

２
０
０
４

危
険
物
取
扱
者
試
験
が実施

さ
れ
ま
す

　

危
険
物
取
扱
試
験
が
次
の
と
お
り
実

施
さ
れ
ま
す
。

■
試
験
日　

11
月
23
日（
日
）

■
場
所　

天
理
教
お
や
さ
と
や
か
た
東

右
第
四
棟（
天
理
市
布
留
町
２
０
０
）

■
申
込
締
切　

10
月
14
日（
持
参
に
よ
る

受
付
は
平
日
の
み
。
願
書
は
消
防
本

部
に
あ
り
ま
す
。）

■
問
合
先　

　

五
條
市
消
防
本
部
予
防
課　

　

☎
２
２
・
３
３
１
０

　
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
が

実
施
さ
れ
ま
す

　

危
険
物
取
扱
試
験
準
備
講
習
が
次
の

と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
講
習
日

　

北
部
会
場　

11
月
２
日（
日
）

　

南
部
会
場　

11
月
15
日（
土
）

■
場
所　

　

北
部
会
場　

奈
良
県
中
小
企
業
会
館

　
（
奈
良
市
登
大
路
町
３
８−

１
）

　

南
部
会
場　

奈
良
県
社
会
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー

　
（
橿
原
市
大
久
保
町
３
２
０−

１
１
）

■
申
込
締
切　

10
月
14
日（
火
）（
持
参
に

よ
る
受
付
は
平
日
の
み
）

■
問
合
先　

　

五
條
市
消
防
本
部
予
防
課　

　

☎
２
２
・
３
３
１
０

社
会
人
入
学
試
験
に
つ
い
て

　

県
立
五
條
病
院
附
属
看
護
専
門
学
校

で
は
、
就
業
経
験
を
有
す
る
社
会
人
で

勉
学
意
欲
が
あ
り
、
今
後
看
護
師
を
目

指
そ
う
と
す
る
人
を
対
象
に
入
学
試
験

を
実
施
し
ま
す
。

■
出
願
受
付
期
間

　

10
月
27
日（
月
）～
10
月
29
日（
水
）

　

願
書
は
持
参
ま
た
は
郵
送
で
受
付
。

（
締
め
切
り
日
の
消
印
有
効
）

■
試
験
日
時　

11
月
12
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
半
か
ら

■
試
験
科
目　

小
論
文
、
面
接
試
験

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
問
合
先

　

奈
良
県
立
五
條
病
院

　

附
属
看
護
専
門
学
校

　

☎
２
２
・
１
１
１
２（
内
線
８
５
１
）

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（敬

称
略
）

《
善
意
銀
行
》

　

宮
﨑　

信
好（
霊
安
寺
町
）

「
第
59
回
奈
良
県
美
術
展
覧
会

作
品
募
集
」の
変
更
と
訂
正

　

９
月
10
日
発
行
の
広
報
五
條
９
月
号

に
記
載
し
た
内
容
で
、
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。

《
14
ペ
ー
ジ
》　

第
59
回
奈
良
県
美
術
展

覧
会
作
品
募
集（
休
館
日
の
誤
り
）

展
覧
会
開
催
日

▽
後
期
展

　
（
誤
）（
19
日
休
館
）

　
（
正
）（
17
日
休
館
）

1�



中遺跡で出土した石包丁（佐藤右文氏撮影）

　実りの秋になりました。稲穂がこうべを垂
れる田んぼでは、コンバインが収穫に動き回っ
ていますが、昔は稲刈りも人の手で行われて
いました。腰をかがめて稲の根元を鎌（かま）
で刈る方法は、古墳時代から平安時代にかけ
て広まったようです。
　日本列島で稲作が始まった弥生（やよい）時代、ほとんどの地域ではまだ鉄の鎌
がなく、人々は横長の扁平（へんぺい）な石や木片で稲穂を摘み取っていました。
この道具は、指をかける紐（ひも）を通すための小さい孔をおおむね二つあけ、片
方の辺の両面を砥いで刃とした「石（木）包丁」で、コメ作りを象徴する遺物のひと
つです。
　石包丁の素材には、形状や加工のしやすさから、吉野川・紀ノ川付近で採れる
結晶片岩（へんがん）がもっぱら重宝されまし
た。五條はまさにその採石地で、吉野川南岸の
中遺跡では�0点以上の石包丁が出土していま
す。完成品だけでなく、粗（あら）割り段階の
未成品、孔をあける最中に割れた失敗品、使っ
て折れた廃品などもありました。
　結晶片岩の石包丁は、近畿地方中央部の弥生
時代中・後期の遺跡で数多く出土します。五條・
紀北の“特産品”が、各地の大集落のコメ作り
を支えていたのです。

石　

包　

丁 第５回

表紙写真

やな漁オープニング
岡保育所の園児のみなさん

１０月１１日（土）
 人権を確かめあう日

１１月　１日（土）・２日（日）
 第３７回五條市文化祭
	 場所◎中央公民館ほか
	 時間◎９時30分～17時
	 	 　（２日は９時～16時）

１１月　５日（水）
 各種年金相談
	 場所◎商工会館
	 時間◎９時30分～16時

１１月１２日（水）
 税理士による税の無料相談
	 場所◎中央公民館
	 時間◎13時30分～15時30分

毎週金曜日
 消費生活・多重債務相談
	 場所◎市役所別館相談室
	 時間◎10時～15時

10月号

市の動き（8月31日現在） 　（　　）内の数字は先月比

人口36,865人
（−47）

男17,599人
（−29）

女19,266人
（−18）

世帯数13,829世帯
（+ 7）
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10月は
市・県民税（第3期）

の納期です。

　市役所本庁・支所の窓口、取
扱金融機関で納付してください。

■問合先
　税務課徴収係
　　本（内線259・260）

Q 弥生時代中・後期に、稲穂を摘む石包丁の素材として主に使われた石は？

答え（三択）：①サヌカイト　　②砂岩　　③結晶片岩

最近盛んな“ご当地検定”の五條版の作成を目指して、今月号から
出題を始めます。解答は翌月号に掲載します。


